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　日中、窓から見える景色が
だんだんと色づき、ぽかぽか
とした陽気が伝わってくる季

節となりました。
　暖かいから大丈夫！と思い薄着で外
出してしまうと、夕方や夜にかけて急
に気温が低くなることもしばしば。卒
業や進級、入学など色んなことが変化
し、「次へ」と進むこの時期だからこそ、
体調にはよくよく気を付けたいもので
す。体力を少しでもつけるために、春
を見つけに家の周辺を散策するのもよ
い運動になるかもしれませんね。（M）
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蓮れ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん

如
上
人
御ご

え
い
ど
う
ち
ゅ
う

影
道
中

蓮
如
の
御
影
が
吉
崎
別
院
へ

　
毎
年
４
月
18
日
の
午
後
、
リ
ヤ
カ
ー

に
積
ま
れ
た
き
ら
び
や
か
な
輿こ

し

を
中
心

と
し
た
南
か
ら
北
へ
向
か
う
30
人
余
り

の
一
行
が
、
鵜
川
の
白
鬚
神
社
前
に
差

し
掛
か
り
ま
す
。
こ
の
一
行
は
、
蓮
如

の
御
影
（
肖
像
）
と
共
に
、
京
都
の
東

本
願
寺
か
ら
福
井
県
の
吉よ

し
ざ
き
べ
つ
い
ん

崎
別
院
へ
向

か
う
人
々
で
、
湖
西
路
の
春
の
風
物
詩

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
蓮
如
上
人
御
影
道
中
」
と
呼
ば
れ

る
こ
の
行
事
は
、
本
願
寺
第
８
世
蓮
如

の
没
後
、
蓮
如
の
北
陸
で
の
布
教
の
苦

労
を
偲
ん
で
吉
崎
御
坊
（
別
院
）
で
行

な
わ
れ
た
年
忌
法
要
の
た
め
に
、
蓮
如

の
御
影
が
京
都
か
ら
吉
崎
へ
運
ば
れ

た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
以
来
、
年
忌
法
要
に
合
わ
せ

て
、
供ぐ

ぶ
に
ん

奉
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、
約

２
４
０
㎞
の
道
程
を
御
影
と
共
に
歩
む

仏
事
と
し
て
、
３
０
０
年
以
上
の
間
続

け
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
中
の
行
程

　
一
行
は
、
毎
年
４
月

17
日
に
東
本
願
寺
を

出
発
し
、
琵
琶
湖
西
岸

の
道
を
北
上
し
、
途

中
、
沿
道
の
真
宗
寺
院

に
立
ち
寄
り
、
蓮
如
の

教
え
を
伝
え
な
が
ら
、

18
日
の
午
後
、
高
島
市

内
に
入
り
ま
す
。
そ
の

日
は
勝
野
の
寺
院
で

一
泊
し
、
19
日
は
新
旭

町
、
今
津
町
の
寺
院
に

立
ち
寄
り
な
が
ら
北
へ
向
か
い
、
夕
方

に
は
マ
キ
ノ
町
に
至
り
ま
す
。
マ
キ
ノ

町
で
は
蛭
口
の
寺
院
で
一
泊
し
、
20
日

の
昼
に
は
福
井
県
敦
賀
市
に
入
り
、
23

日
に
は
、
あ
わ
ら
市
の
吉
崎
別
院
に
到

着
し
ま
す
。

　
蓮
如
は
、
室
町
時
代
中
期
の
浄
土
真

宗
の
僧
で
、
民
衆
の
側
に
た
っ
た
分
か

り
や
す
い
教
化
活
動
を
行
い
、
多
く
の

人
の
崇
敬
を
集
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
願
寺
の
勢
力
が
拡
大
す
る
こ
と
を
恐

れ
た
比
叡
山
延
暦
寺
か
ら
攻
撃
を
う

け
、文
明
３
年
（
１
４
７
１
年
）
５
月
、

蓮
如
は
京
を
離
れ
る
こ
と
を
決
意
し
、

近
江
（
滋
賀
県
）
を
通
っ
て
越
前
（
福

井
県
）に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

蓮
如
の
腰
掛
石

　
市
内
に
は
、
蓮
如
に
ま
つ
わ
る
伝
承

地
が
多
く
あ
り
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
打

下
集
落
の
南
端
、
三
尾
崎
の
中
腹
に
は

「
蓮
如
の
腰
掛
石
」
と
呼
ば
れ
る
石
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
蓮
如
の

北
陸
へ
の
旅
の
途
中
、
籠
を
担
い
で
い

た
一
人
が
腹
痛
を
起
こ
し
、
し
ば
ら
く

休
憩
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
蓮
如

が
腰
か
け
た
石
だ
と
さ
れ
、
蓮
如
は
こ

こ
か
ら
眼
前
に
広
が
る
琵
琶
湖
を
眺
め

て
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

市内の行程


